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昭
和
30
年(
１
９
５
５
年)

４
月
29
日
、上
三
川
町
、本
郷
村
、明
治
村
が
合
併
し
、現
在
の
上
三
川
町
が
誕

生
し
ま
し
た
。今
年
度
、町
村
合
併
60
周
年
を
迎
え
る
上
三
川
町
。そ
の
町
の
姿
を
様
々
な
角
度
か
ら
、１
年

間
に
渡
り
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

第
８
回
は
、上
三
川
の
歴
史
・
文
化
財
で
す
。長
き
に
わ
た
っ
て
続
く
上
三
川
の
歴
史
を
そ
の
時
代
ご
と

の
文
化
財
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。
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そ
の
そ
の
１１　

幕
を
開
け
る
上
三
川
の
原
始

　

私
た
ち
の
住
む
上
三
川
町
に
は
、
多
く
の
歴
史
と
文
化
財
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
約

６
０
の
遺
跡
と
約
２
０
０
基
の
古
墳
が
あ
り
、
古
い
も
の
は
は
る
か
１
万
年
の
時
を
超

え
て
、
私
た
ち
に
歴
史
を
伝
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
そ
の
す
べ
て
に
触
れ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
中
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

旧
石
器
時
代
の
遺
跡
は
、
殿と

の

山や
ま

遺
跡
や
多た

功こ
う

南
み
な
み

原は
ら

遺
跡
な
ど
少
な
い
な
が
ら
も
数
カ

所
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
次
の
縄
文
時
代
に
な
る
と
、
遺
跡
数
は
増
加
し
ま
す
。
な
か

で
も
島
田
遺
跡
か
ら
は
、
た
く
さ
ん
の
縄
文
土
器
と
と
も
に
集
落
の
跡
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
各
地
に
い
ま
も
残
る
古
墳
は
、
当
時
の
有
力
者
た
ち
の
存
在
を

私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
遺
跡
の
発
見
に
よ
り
、
上
三
川
町
は
古
来
よ
り
多
く
の
人
々
が
生
活
を
営

ん
で
い
た
土
地
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。西赤堀狐塚古墳出土の人物埴輪

愛宕塚古墳の石室

殿山遺跡出土の子持ち勾
まが

玉
たま

島田遺跡出土の縄文土器

古墳時代 弥生時代 縄文時代 旧石器時代 時
代

６
世
紀
頃

５
７
４

５
３
８

４
世
紀
末
〜

　
　
　
　

５
世
紀
初

３
世
紀
後
半

２
３
９

２
世
紀
後
半

５
７

１
世
紀
頃

Ｂ
Ｃ
１
０
０
０
頃

Ｂ
Ｃ
３
０
０
０
頃

Ｂ
Ｃ
４
５
０
０
頃

Ｂ
Ｃ
１
３
０
０
０
頃

Ｂ
Ｃ
３
３
０
０
０
頃

西　

暦

愛
宕
塚
古
墳
が
築
か
れ
る
（
上
三
川
）

か
ぶ
と
塚
古
墳
が
築
か
れ
る

（
上
三
川
）

上
郷
瓢
箪
塚
古
墳
が
築
か
れ
る

（
上
郷
）

西
赤
堀
狐
塚
古
墳
が
築
か
れ
る

（
西
汗
）

聖
徳
太
子
が
生
ま
れ
る

百
済
よ
り
仏
教
が
伝
来
す
る

浅
間
神
社
古
墳
が
築
か
れ
る

（
上
神
主
）

古
墳
時
代
の
は
じ
ま
り

卑
弥
呼
、
魏
に
使
者
を
送
り
、｢

親
魏

倭
王｣

の
金
印
を
賜
る

倭
国
大
乱
が
起
こ
る

殿
山
遺
跡
集
落
の
形
成
（
ゆ
う
き
が
丘
）

奴
国
王
、
後
漢
に
使
者
を
送
り
、｢

漢

委
奴
国
王｣

の
金
印
を
賜
る

吉
野
ヶ
里
遺
跡
の
環
濠
集
落
の
最
盛
期

（
佐
賀
県
）

弥
生
時
代
の
は
じ
ま
り

大
町
遺
跡
の
形
成
（
上
三
川
）

島
田
遺
跡
の
形
成
（
し
ら
さ
ぎ
）

三
内
丸
山
遺
跡
の
形
成
（
青
森
県
）

縄
文
時
代
の
は
じ
ま
り

多
功
南
原
遺
跡
の
形
成
（
多
功
）

殿
山
遺
跡
の
形
成
（
ゆ
う
き
が
丘
）

後
期
旧
石
器
時
代
の
は
じ
ま
り

で
き
ご
と



広報かみのかわ13 27.12.1

そ
の
そ
の
22　

発
掘
さ
れ
た
上
三
川
の
古
代

　

飛あ

す

か鳥
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
な
る
と
、
大
規
模
な
遺
跡
が
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
事
実
、
多
功
南
原
遺
跡
・
西に

し

赤あ
か

堀ぼ
り

遺
跡
か
ら
は
、
集
落
跡
と
倉
庫
群
の
跡
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
な
ん
と
い
っ
て
も
上か

み

神こ
う

主ぬ
し

・
茂も

原ば
ら

官か
ん

衙が

遺
跡
は
、
当
時
の

上
三
川
を
語
る
上
で
重
要
な
遺
跡
で
あ
り
、
国
指
定
史
跡
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

上
神
主
・
茂
原
官
衙
遺
跡
は
発
掘
調
査
の
結
果
、
古
代
下し

も

野つ
け

国の
く
に

の
９
つ
の
郡ぐ

ん

の
う
ち

の
ひ
と
つ
、
河か

わ

ち内
郡
の
役
所
跡
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人

名
を
刻
ん
だ
文
字
瓦
を
出
土
す
る
こ
と
で
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
河
内
郡
内
に
は
10
の
郷ご

う

が
あ
り
、
上
三
川
一
帯
は
三
川
郷
に
属
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
資
料
と
し
て
、
「
三
川
」
と
墨ぼ

く

書し
ょ

さ
れ
た
土は

師じ

器き

が
多
功
南
原
遺
跡
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
上
三
川
の
地
名
の
由
来
に
迫
る
貴

重
な
資
料
で
す
。

　

当
時
の
上
三
川
が
、
古
代
の
河
内
郡
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平安時代 奈良時代 飛鳥時代 時
代

１
１
８
５

１
０
８
８

１
０
０
７

９
４
０

８
９
４

８
８
９

８
０
７

７
９
４

７
８
４

７
８
３

７
７
０

７
６
７

７
４
１

７
１
０

７
０
１

６
９
４

６
８
４

６
４
５
西
暦

文
治
元

寛
治
２

寛
弘
４

天
慶
３

寛
平
６

寛
平
元

大
同
２

延
暦
13

延
暦
３

延
暦
２

宝
亀
元

神
護
景
雲
元

天
平
13

和
銅
３

大
宝
元

西
暦

平
家
一
門
、
壇
ノ
浦
に
て
滅
亡

見
性
寺
が
建
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る

（
多
功
）

多
功
天
満
宮
が
建
立
さ
れ
た
と
い
わ

れ
る
（
多
功
）

平
将
門
の
乱
を
藤
原
秀
郷
が
平
定
す
る

遣
唐
使
の
廃
止

上
郷
神
社
が
建
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ

る
（
上
郷
）

宝
光
院
が
建
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る

（
多
功
）

こ
の
こ
ろ
西
赤
堀
遺
跡
の
倉
庫
群
が

形
成
さ
れ
る
（
西
汗
）

平
安
京
へ
遷
都

長
岡
京
へ
遷
都

白
鷺
神
社
（
白
鷺
明
神
）
が
建
立
さ

れ
た
と
い
わ
れ
る

道
鏡
、
下
野
薬
師
寺
別
当
と
な
る

満
願
寺
が
建
立
さ
れ
た
と

い
わ
れ
る
（
東
汗
）

聖
武
天
皇
、
国
分
寺
造
立
の
詔
を
出
す

平
城
京
へ
遷
都

大
宝
律
令
が
制
定
さ
れ
る

上
神
主
・
茂
原
官
衙
遺
跡
、
多
功
遺

跡
、
多
功
南
原
遺
跡
が
形
成
さ
れ
る

こ
の
こ
ろ
下
野
薬
師
寺
が
建
立
さ
れ
る

藤
原
京
へ
遷
都

下
毛
野
古
麻
呂
、
朝
廷
よ
り
朝
臣
の
姓

を
賜
る

大
化
の
改
新
が
起
こ
る

で
き
ご
と

政庁域の発掘調査時の状況 ( 黒くシミのように見える部分が柱の跡 )

官衙の復元イラスト

人名文字瓦の出土状況 底面に ｢三川｣ と墨書された土師器 ( 多功南原遺跡出土 )
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知
ら
れ
ざ
る
上
三
川
の
中
世

　

上
三
川
の
中
世
と
い
え
ば
、
な
ん
と
い
っ
て
も
上
三
川
城
と
多

功
城
を
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

時
は
鎌
倉
時
代
、
こ
の
地
は
宇
都
宮
氏
が
支
配
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
５
代
当
主
・
宇
都
宮
頼よ

り

綱つ
な

の
四
男
・
多
功
宗む

ね

朝と
も

が
宝ほ

う

治ち

２
年(

１
２
４
８)

に
多
功
城
を
築
き
、
次
男
・
横
田
頼よ

り

業な
り

が
建け

ん

長
ち
ょ
う

元
年(

１
２
４
９)

に
上
三
川
城
を
築
き
ま
し
た
。
こ
の
２
城
は
、
宇

都
宮
城
南
域
の
守
り
の
要

か
な
め

と
し
て
、
戦
国
時
代
の
終
わ
り
ま
で
裳も

原ば
ら

の
合
戦
な
ど
数
々
の
戦
い
を
く
ぐ
り
抜
け
、
動
乱
の
世
に
多
く

の
武ぶ

勲く
ん

を
残
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
慶け

い

長ち
ょ
う

２
年(

１
５
９
７)
に
宇
都
宮
氏
の
後こ

う

継け
い

問

題
に
絡
む
争
い
で
上
三
川
城
は
真
岡
城
主
・
芳
賀
高た

か

武た
け

に
攻
め
ら

れ
て
落
城
し
、
同
年
、
宇
都
宮
氏
の
改か

い

易え
き

に
伴
い
、
多
功
城
も
廃

城
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
上
三
川
の
中
世
は
幕
を
閉
じ
、
時
代
は
次
の
江
戸
時

代
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

安土桃山時代 室町時代 鎌倉時代 時
代

１
５
９
７

１
５
９
０

１
５
８
２

１
５
７
３

１
５
０
４

１
４
７
３

１
４
６
７

１
４
３
０

１
３
８
０

１
３
６
８
頃

１
３
３
８

１
３
３
３

１
３
２
５

１
３
２
２

１
３
０
１

１
２
４
９

１
２
４
８

１
２
２
１

１
１
９
２

西
暦

慶
長
２

天
正
18

天
正
10

元
亀
４

永
正
元

文
明
５

応
仁
元

永
享
２

康
暦
２

應
安
年
間

建
武
５

正
慶
２

正
中
２

元
享
２

正
安
３

建
長
元

宝
治
２

承
久
３

建
久
３
西
暦

宇
都
宮
氏
が
改
易
さ
れ
る

上
三
川
城
が
落
城
す
る

豊
臣
秀
吉
に
よ
る
宇
都
宮
仕
置

本
能
寺
の
変
が
起
こ
る

室
町
幕
府
が
滅
亡
す
る

長
泉
寺
が
建
立
さ
れ
る
（
上
三
川
）

普
門
寺
が
建
立
さ
れ
る
（
上
三
川
）

応
仁
の
乱
が
起
こ
る

感
応
寺
が
建
立
さ
れ
る
（
石
田
）

裳
原
の
合
戦
が
起
こ
る

こ
の
こ
ろ
延
命
院
が
建
立
さ
れ
る

（
梁
）

足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
と
な
る

鎌
倉
幕
府
が
滅
亡
す
る

正
清
寺
が
建
立
さ
れ
る
（
上
三
川
）

善
応
寺
が
建
立
さ
れ
る
（
上
三
川
）

浄
光
寺
が
建
立
さ
れ
る
（
大
山
）

西
念
寺
が
建
立
さ
れ
る
（
多
功
）

上
三
川
城
が
築
城
さ
れ
る
（
上
三
川
）

城
主
は
横
田
頼
業

多
功
城
が
築
城
さ
れ
る
（
多
功
）

城
主
は
多
功
宗
朝

承
久
の
乱
が
起
こ
る

こ
の
こ
ろ
満
福
寺
が
建
立
さ
れ
る

（
東
蓼
沼
）

源
頼
朝
、
征
夷
大
将
軍
と
な
る

で
き
ご
と

多功城絵図面

多功城跡の碑 公園整備前の上三川城跡
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上
三
川
町
の
特
産
品
と
い
え
ば
か

ん
ぴ
ょ
う
で
す
。
そ
の
原
料
で
あ
る
夕

顔
の
栽
培
は
、
正

し
ょ
う

徳と
く

２
年(

１
７
１
２)

に
壬
生
城
主
と
な
っ
た
鳥と

り

居い

忠た
だ

英て
る

が

壬
生
藩
に
栽
培
方
法
を
伝
え
た
こ
と

に
は
じ
ま
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の

後
、
壬
生
藩
を
中
心
に
各
地
に
広
が

り
、
上
三
川
町
に
も
伝
わ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
輪
切
り
に
し
た

夕
顔
の
実
を
小
刀
で
外
側
か
ら
剥
い

て
い
た
よ
う
で
す
。
明
治
時
代
に
入

り
、
手
カ
ン
ナ
が
考
案
さ
れ
、
輪
切

り
に
し
た
夕
顔
の
実
の
わ
た
を
抜

き
、
内
側
か
ら
剥む

く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　　

田た

村む
ら

仁に

左ざ

衛え

門も
ん

吉よ
し

茂し
げ

は
、
寛か

ん

政せ
い

２

年(

１
７
９
０)

、
下
蒲
生
村
の
名な

主ぬ
し

の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
『
農の

う

業
ぎ
ょ
う

自じ

得と
く

』
は
、
吉
茂
が
自
ら
体
得
し
た
農

業
技
術
や
経
営
に
つ
い
て
の
研
究
成

果
を
ま
と
め
た
本
で
、
現
在
の
農
業

に
も
影
響
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

幕
末
の
大
ス
タ
ー
、
新
撰
組
鬼
の

副
長
・
土
方
歳
三
は
、
こ
こ
上
三

川
町
に
も
そ
の
足
跡
を
残
し
て
い
ま

す
。

　

慶け
い

応お
う

４
年(

１
８
６
８)
４
月
18

日
、
戊ぼ

辰し
ん

戦
争
に
お
け
る
宇
都
宮
城

の
戦
い
前
夜
、
土
方
率
い
る
旧
幕
府

軍
別
働
隊
は
鬼
怒
川
を
渡
っ
て
満
福

寺
に
陣じ

ん

を
置
き
ま
し
た
。
翌
朝
、
土

方
は
捕
ら
え
て
い
た
官
軍
側
の
黒く

ろ

羽ば
ね

藩
士
３
名
を
表
門
前
で
処
刑
し
て
、

宇
都
宮
城
へ
と
進
軍
し
て
い
き
ま
し

た
。
い
ま
で
も
寺
の
境
内
に
は
、
そ

の
時
処
刑
さ
れ
た
黒
羽
藩
士
の
お
墓

が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
そ
の
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今
に
つ
な
が
る
上
三
川
の
近
世

明治時代以降 江戸時代 時
代

１
９
５
５

１
９
４
５

１
９
４
１

１
９
１
４

１
９
０
４

１
８
９
４

１
８
９
３

１
８
９
１

１
８
８
８

１
８
７
３

１
８
７
１

１
８
６
８

１
８
６
７

１
８
４
１

１
７
８
２

１
７
１
２

１
６
３
３

１
６
２
３

１
６
０
３

１
６
０
０

西
暦

昭
和
30

昭
和
20

昭
和
16

大
正
3

明
治
37

明
治
27

明
治
26

明
治
24

明
治
21

明
治
6

明
治
4

慶
応
4

慶
応
3

天
保
12

天
明
2

正
徳
2

寛
永
10

元
和
9

慶
長
8

慶
長
5
西
暦

現
在
の
上
三
川
町
が
誕
生
す
る

終
戦

太
平
洋
戦
争
は
じ
ま
る

第
一
次
世
界
大
戦
は
じ
ま
る

日
露
戦
争
は
じ
ま
る

日
清
戦
争
は
じ
ま
る

上
三
川
村
が
上
三
川
町
と
な
る

多
功
村
が
明
治
村
と
な
る

町
村
制
施
行
に
よ
り
上
三
川
村
・
本

郷
村
・
多
功
村
が
誕
生
す
る

現
在
の
栃
木
県
が
誕
生
す
る

廃
藩
置
県
を
断
行
す
る

宇
都
宮
城
の
戦
い
前
夜
、
土
方
歳
三

率
い
る
隊
が
満
福
寺
に
陣
を
敷
く

戊
辰
戦
争
が
起
こ
る

徳
川
慶
喜
、
大
政
奉
還
を
す
る

下
蒲
生
村
の
田
村
仁
左
衛
門
吉
茂
が

『
農
業
自
得
』
を
著
す

天
明
の
大
飢
饉
が
起
こ
る

近
江
国
の
鳥
居
忠
英
が
壬
生
城
主
と
な

り
、
同
時
に
干
瓢
の
栽
培
を
伝
え
る

上
三
川
城
付
領
が
旗
本
21
名
に
分
給

さ
れ
る

成
田
氏
の
改
易
に
伴
い
、
そ
の
所
領

が
一
時
天
領
と
な
る

徳
川
家
康
、
征
夷
大
将
軍
と
な
る

こ
の
こ
ろ
上
三
川
一
帯
は
烏
山
藩
成

田
氏
の
所
領
と
な
る

関
ヶ
原
の
戦
い
が
起
こ
る

で
き
ご
と

満福寺の表門前

田村仁左衛門吉茂の肖像と『農業自得』の原本と版木

手カンナによるかんぴょうむき


